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１． 緒言 

教育実習は，教員志望者において必修科目で

ある．筆者は教育実習を行った結果，教職に対

する意欲がどのように変化するのかを明らかに

したいと考えた．教員の病気離職者も増加して

おり，その中の約9割が精神疾患が原因である

ためである．そのため筆者は，教職履修者自身

が，教員としての適性があるのだろうか教育実

習を通して吟味しなければならないのではない

かと考えた．教育実習を通して，教員を目指す

意欲にどのような影響を及ぼし，具体的にどの

ような点が心境を変化させるのかということに

ついて，明らかにすることを目的とした． 

 

２． 研究方法 

本研究の調査対象は，本学に在籍する4年生

の中の，教職課程履修者 4名．なお，2名は

教育実習を通じて意欲が向上した者，2 名は

意欲が低下した者である．対象者に半構造化

インタビュー調査を実施した．大まかな質問

項目を表 1 に示した．表 1 の項目以外にも，

対象者の返答次第でより細かく質問してい

った． 
（表 1：大まかなインタビュー項目） 

３．考察 

 インタビューの結果，教員を目指す意欲が向

上した 2 名は教育実習が始まる前に事前準備

を万全に整えていたため，大きな失敗をする

ことなく授業を実施することができた．また

対象者のおかげで生徒ができなかった運動

ができるようになり授業で行った運動が好

きになったため，大きな自信を得ることがで

きた．このような数々の成功体験が，教員を

志す意欲を強めたと推測する． 
 意欲が低下した 2名のうち 1名は，担当教

員との折り合いが上手くつかず，充実した実

習にならなかったことが挙げられた．もう 1

名は，事前準備を怠ったため数々の失敗を繰

り返してしまい，自信を無くしたことである．

このように教育実習の中でのつらい経験が

教員を志す意欲が，低下したと推測される． 
 

４． 結論 

教育実習を通じて教員を志す意欲を向上

させる要因は，教育実習に対して努力をした

ことが成就し，数々の成功体験したことであ

る．さらに，生徒と良好な関係を築き，コミ

ュニケーションを図ることが大切であると

考えられる．そのためには，十分に担当教員

と打ち合わせをし，入念な事前準備が必要で

あると言える．また教員養成系以外コースの

者も，教員養成系のコースに匹敵するカリキ

ュラムを学校側が用意することが，今後の課

題と考えられる． 
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1 インターンシップの実習先． 
2 スポーツ歴． 
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